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1文献紹介I
平野信喜著
リポートライティングで学ぷ人間科学
かつて著者の平野氏から、いつもと様子の違
う嘆願調の電話が入った。無理が嵩って体をこ
わした、至急入院せねばならないが、代講して
貰える人はないだろうかと云う。私は丁度ドイ
ツに出かける直前で慌ただしく、結果として彼
の求めに副えなかった。その後も、氏の体調と
仕事の両立は常に気がかりだった。
そこへ昨年、標掲の一著を恵投され、すべて
が明らかとなった。同時に私は、その内容から
新鮮な驚きと感銘を受けた。ここに同書の拙評
を綴るのも、その驚きと感銘を読者に伝えたい
からである。
平野氏が「セルフ・リポート」を方法とした
授業に踏み切った今一つの本質的な契機は、今
日なお伝統的な講義形式の授業に絶望したこと
である。熾烈な受験偏差値競争で、若い頭脳は
偏った集束的思考に固着し、いくら努力しても
ナカニシヤ出版 (1993.4) 
出す。一瞬、教室は「エー、ウッソー」と蜂の
巣をつついたようになる。奇声が静まる頃合を
みて、 「なぜ優になるのか、それは簡単です。
自分の興味があるテーマを自分で考え、それを
調べ、勉強した成果をリポートにし、その内容
を自分で評価して、自分でリポートに点数をつ
けるわけですから」と追い打ちをかける。
まず、自分に興味ある対照的な人物2人を心
に想い描かせる。各々が主語になる重文を作ら
せ、これを「仮説文」とする。次の授業は学生
の自己紹介で、この仮説文を披露させ、これを
「仮説紹介文」にする。これからの探求の狙い
となる文だから、それは「目的文」であり、続
く一連の学習活動の中で、 「方法文」 「結果
文」 「展開文」 「考察文」へと発展していく。
各段階で必要な指導のノウハウは該書に委ねる
が、こうして終講時には学生それぞれが、 50枚
生きた授業展開ができない。窮地に立った彼は、 にも及ぶ見事なリポートを仕上げていくのであ
学生の自ら学ぶ力に全幅の信頼をおき、自力か る。
ら他力ヘと反転する。 「ある年を境にして、私
は変身した」と云う。
変身後彼は、受講生を主役にした授業を行な
う。 「学生の、学生による、学生のための」リ
ポートを、学生の自己評価を積み重ねながら通
年で仕上げていく。本書は、そのノウハウをあ
くまで氏の実践体験に徴して纏め上げた、まこ
とにユニークな一著である。文章は平明達意、
読者を一気に通読へと誘う。
どの講義でも学生は、初回に期待と緊張の眼
差しで教授の品定めをする。開ロ一番、平野先
生は「私の授業で、試験はありません。リポー
トの採点もあなた方にしてもらいます」と切り
学生に信頼し、そこから持てる力を引出し花
開かせていく技こそは、勝義の教育でなくて何
であろう。その道程には教える者と学ぶ者との
問答法（ソクラテス）、探求の弁証法が生きて
働き、またカウンセリング・マインドが息づい
ている。大綱化によって、大学の授業に改革の
必要が叫ばれている昨今、本書は教壇に立つ身
にも示唆深い教訓を与えてくれる。
最近、姉妹編として『セルフ・ヘルプ』 （ナ
カニシャ出版、 1994.1)が出た。評書と同じく、
氏の生きる姿勢の只中から一つの学を生成せし
めんとする力作である。併読すると相補い、理
解が一層深まるであろう。 （中島巖）
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